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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年8月20日(2020.8.20)

【公開番号】特開2019-8236(P2019-8236A)
【公開日】平成31年1月17日(2019.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-002
【出願番号】特願2017-126010(P2017-126010)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０３Ｂ    5/00     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月22日(2020.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最も物体側に配置された正の屈折力のレンズ群ＬＰと、該レンズ群ＬＰよりも像側に配
置された負の屈折力のレンズ群ＬＮＦと、該レンズ群ＬＮＦよりも像側に配置された開口
絞りと、該開口絞りよりも像側において物体側から像側へ順に連続して配置された正の屈
折力のレンズ群ＬＰ１、負の屈折力のレンズ群ＬＮ１、正の屈折力のレンズ群ＬＰ２、負
の屈折力のレンズ群ＬＮ２を有し、ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化す
るズームレンズであって、
　フォーカシングに際して前記レンズ群ＬＮ１が移動し、
　望遠端における全系の焦点距離をｆｔ、望遠端におけるレンズ全長をＴｄｔ、広角端に
おけるレンズ全長をＴｄｗ、広角端での前記レンズ群ＬＰ２と前記レンズ群ＬＮ２との間
隔に対する望遠端での前記レンズ群ＬＰ２と前記レンズ群ＬＮ２との間隔の変化量をΔＬ
ＰＮ２とし、該ΔＬＰＮ２の符号を広角端と比べて望遠端において増加するときに正、減
少するときに負とするとき、
　０．４０＜ｆｔ／Ｔｄｔ＜１．２０
　０．０５＜－ΔＬＰＮ２／Ｔｄｗ＜０．３０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　ズーミングに際して前記レンズ群ＬＰ２は不動であることを特徴とする請求項１に記載
のズームレンズ。
【請求項３】
　広角端から望遠端へのズーミングにおける前記レンズ群ＬＮ１の移動量をΔＭＬＮ１と
し、該ΔＭＬＮ１の符号を前記レンズ群ＬＮ１が広角端と比べて望遠端において像側に位
置するときに正、物体側に位置するときに負とするとき、
　０．０２＜－ΔＭＬＮ１／Ｔｄｗ＜０．１０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　広角端から望遠端へのズーミングにおける前記レンズ群ＬＮ２の移動量をΔＭＬＮ２と
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し、該ΔＭＬＮ２の符号を前記レンズ群ＬＮ２が広角端と比べて望遠端において像側に位
置するときに正、物体側に位置するときに負とするとき、
　０．０５＜－ΔＭＬＮ２／Ｔｄｗ＜０．３０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項５】
　前記レンズ群ＬＰ２の焦点距離をｆＬＰ２、前記レンズ群ＬＮ２の焦点距離をｆＬＮ２

とするとき、
　０．４０＜－ｆＬＰ２／ｆＬＮ２＜１．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項６】
　前記レンズ群ＬＰ１の焦点距離をｆＬＰ１とするとき、
　０．１０＜ｆＬＰ１／ｆｔ＜０．４０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項７】
　前記レンズ群ＬＮ１の焦点距離をｆＬＮ１とするとき、
　０．１０＜－ｆＬＮ１／ｆｔ＜０．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項８】
　前記レンズ群ＬＰ２の焦点距離をｆＬＰ２とするとき、
　０．３０＜ｆＬＰ２／ｆｔ＜１．００
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至７の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項９】
　前記レンズ群ＬＮ２の焦点距離をｆＬＮ２とするとき、
　０．４０＜－ｆＬＮ２／ｆｔ＜１．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至８の何れか一項に記載のズームレン
ズ。
【請求項１０】
　物体側から像側へ順に配置された、前記レンズ群ＬＰ、前記レンズ群ＬＮＦ、前記開口
絞り、前記レンズ群ＬＰ１、前記レンズ群ＬＮ１、前記レンズ群ＬＰ２、前記レンズ群Ｌ
Ｎ２より構成されることを特徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載のズームレンズ
。
【請求項１１】
　物体側から像側へ順に配置された、前記レンズ群ＬＰ、前記レンズ群ＬＮＦ、前記開口
絞り、正の屈折力のレンズ群、負の屈折力のレンズ群、前記レンズ群ＬＰ１、前記レンズ
群ＬＮ１、前記レンズ群ＬＰ２、前記レンズ群ＬＮ２より構成されることを特徴とする請
求項１乃至９の何れか一項に記載のズームレンズ。
【請求項１２】
　物体側から像側へ順に配置された、前記レンズ群ＬＰ、正の屈折力のレンズ群、前記レ
ンズ群ＬＮＦ、前記開口絞り、正の屈折力のレンズ群、負の屈折力のレンズ群、前記レン
ズ群ＬＰ１、前記レンズ群ＬＮ１、前記レンズ群ＬＰ２、前記レンズ群ＬＮ２より構成さ
れることを特徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載のズームレンズ。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか一項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成
される像を受光する撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のズームレンズは、最も物体側に配置された正の屈折力のレンズ群ＬＰと、該レ
ンズ群ＬＰよりも像側に配置された負の屈折力のレンズ群ＬＮＦと、該レンズ群ＬＮＦよ
りも像側に配置された開口絞りと、該開口絞りよりも像側において物体側から像側へ順に
連続して配置された正の屈折力のレンズ群ＬＰ１、負の屈折力のレンズ群ＬＮ１、正の屈
折力のレンズ群ＬＰ２、負の屈折力のレンズ群ＬＮ２を有し、ズーミングに際して隣り合
うレンズ群の間隔が変化するズームレンズであって、
　フォーカシングに際して前記レンズ群ＬＮ１が移動し、
　望遠端における全系の焦点距離をｆｔ、望遠端におけるレンズ全長をＴｄｔ、広角端に
おけるレンズ全長をＴｄｗ、広角端での前記レンズ群ＬＰ２と前記レンズ群ＬＮ２との間
隔に対する望遠端での前記レンズ群ＬＰ２と前記レンズ群ＬＮ２との間隔の変化量をΔＬ
ＰＮ２とし、該ΔＬＰＮ２の符号を広角端と比べて望遠端において増加するときに正、減
少するときに負とするとき、
　０．４０＜ｆｔ／Ｔｄｔ＜１．２０
　０．０５＜－ΔＬＰＮ２／Ｔｄｗ＜０．３０
なる条件式を満足することを特徴とする。
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